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１．背景と目的  

 中海・宍道湖・大山圏域は島根と鳥取の県境を跨

ぐ越境圏であり，松江を中心とする概ね 40km 圏内に

は，水木しげるロード，大山，足立美術館，玉造温

泉，出雲大社など豊富な観光資源が集積しており 1

つの観光圏域を形成している．近年，当圏域周辺部

において高速道路の整備が進み，観光行動に様々な

影響を及ぼしていると想定される．

そこで，本稿では，H20 年，H25 年，H27 年の 3時

点にわたり当圏域で実施された観光周遊に関するア

ンケート調査結果を活用し，H20年～H27 年の間に整

備された高速道路が観光行動に及ぼした影響につい

て分析を行うことを目的とする． 

２．高速道路の整備状況  

 近年，山陰地方へのゲートとなる中国横断自動車

道は 4 ルート整備された．調査データとの関連でみ

ると，H25 データは姫路鳥取線，尾道松江線が中国道

に接続した影響が，また H27 データは尾道松江線が

全通した影響を受けていることになる． 
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図 1 H20 年度以降の高速道路の整備時期 

３．分析データの概要と観光状況  

分析に使用したデータは，各年とも 8～9月の夏季

シーズンに実施したものである．調査内容としては，

圏域内の観光周遊行動，観光消費，観光満足度など

の設問は 3 時点で共通とし，その他調査時点ごとに

個別の設問を設けている．圏域の観光状況(H27)とし

ては，来訪者数、観光消費額とも島根県側が多く，

特に松江市の観光消費額は圏域全体の5割を占める．

また，県境を跨ぐ観光流動は多い． 

表 1 分析データの概要 

H20.8～9H25.8～9H27.8～9

調査実施主体
復建調査設計㈱
松江高専・東京大学

中海・宍道湖・大山圏域観光連携事業推進協議会

配布回収方法

回収数8211,0121,050

回収率14.9%13.5%16.9%

属性以外の主な
共通設問

主なイベント出雲大社大遷宮水木しげるロード20周年松江城国宝指定

・主要観光地や宿泊施設での手渡し配布、アンケートボックスによる取り置き配布
・郵送による回収

移動ルート、立ち寄り施設、交通手段、利用交通拠点、出発・到着時刻、宿泊有無、施
設の情報源、施設の満足度、施設に関する意見、費目別消費額、旅行全体満足度
旅行のキッカケ（H25,H27の2時点）　など
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図 2 地区別来訪者数と観光消費額の構成割合(H27) 
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図 3 地域間流動割合(H27：宿泊客) 

４．尾道松江線の開通効果に関する意識 

 尾道松江線整備が旅行動機となった割合を 2 時点

で比較すると，中国道と接続した H25 の広島県の割

合は 6割近くあり，H27 でも約半数存在している． 

 キーワード 高速道路，整備効果，観光行動，観光消費，多時点分析，越境圏 
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※30%以上を表示



また，四国ではH27の割合が大きく上昇しており，

尾道松江線の全通は旅行の動機付けに多大な影響を

及ぼしていることがわかる．
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図 4 尾道松江線整備が旅行動機となった割合 

尾道松江線の各種整備効果の定性的な評価として

は，約 6 割が日帰り圏の拡大や立ち寄り箇所数が増

加したと回答．滞在時間の増加は 4割に留まる． 
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図 5 尾道松江線の整備効果に関する評価(H27)

６．観光に関する効果指標の比較  

 観光に関する定量的な効果指標としては，日帰り

圏（人口），入込観光客数，立ち寄り箇所数，滞在時

間，観光消費額等が考えられる．本稿では，分析デ

ータから算出できる「立ち寄り箇所数，立ち寄り施

設の滞在時間，一人当たりの平均観光消費額」の 3

つの指標を用いて，経年分析を行った．ここでは高

速道路整備の影響を受けやすい自動車を利用する日

帰り客のデータをもとに分析を行った． 

分析結果としては，H20 と比較し H27の訪問箇所数

は平均で 1.5 箇所増，滞在時間は 45 分増，観光消費

は 810 円増と，全指標とも経年的に増大している． 

次に，この指標について地域別の内訳をみると，

中海・宍道湖・大山圏域の割合は経年的に減少して

いた．つまり，効果指標は全エリアでみると増大し

ているが，その影響は圏域外の増大が大きく寄与し

ており，圏域内の効果は相対的に小さいと考えられ

る． 

７．おわりに  

3 時点の調査データを活用し，観光行動に関する 3

つの効果指標を用いて高速道路整備の影響について

分析を行った．その結果，全ての指標で増大効果が

見られ，高速道路は観光活性化に確実に寄与してい

るものと考えられる．また，その効果は中海・宍道

湖・大山圏域以外での効果が大きいことが分かった． 
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図 6 観光指標（日帰り客）
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図 7 観光指標の地域割合（日帰り客）
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